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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月5日(2011.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＭＮ蛋白質を異常発現する脊椎動物の前腫瘍性および／腫瘍性細胞の増殖を阻害すること
によって、ＭＮ蛋白質の異常発現により特徴付けられる前腫瘍性および／または腫瘍性疾
患を治療するための医薬の製造におけるＭＮ蛋白質／ポリペプチドに特異的に結合する抗
体の使用であって、
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　前記蛋白質／ポリペプチドが、図１Ａ－１Ｂ（配列番号２）に示されるアミノ酸配列ま
たはその部分、あるいは該アミノ酸配列またはその部分の変異体を含み；および
　ＡＴＣＣにＡＴＣＣ番号ＨＢ　１１１２８として寄託されているハイブリドーマＶＵ－
Ｍ７５から産生されるＭＮ７５モノクローナル抗体が前記ＭＮ蛋白質に特異的に結合する
ことを特徴とする使用。
【請求項２】
前記抗体が、モノクローナル抗体またはポリクローナル抗体であることを特徴とする請求
項１記載の使用。
【請求項３】
前記モノクローナル抗体が、Ｍ７５と称され、ＡＴＣＣにＡＴＣＣ番号ＨＢ　１１１２８
として寄託されているハイブリドーマＶＵ－Ｍ７５から産生されることを特徴とする請求
項２記載の使用。
【請求項４】
前記抗体が、化学療法剤もしくは毒性剤および／またはイメージング剤と結合しているこ
とを特徴とする請求項１記載の使用。
【請求項５】
前記ＭＮ蛋白質／ポリペプチドに対する特異的結合性を有するモノクローナル抗体が、組
換えにより作製されたものであることを特徴とする請求項１記載の使用。
【請求項６】
前記毒性剤が、リシンＡであることを特徴とする請求項４記載の使用。
【請求項７】
前記抗体が生物学的に活性な組換え抗体、または生物学的に活性な組換え抗体断片である
請求項５記載の使用。
【請求項８】
前記抗体または抗体断片が、一価抗体、ＭＮ蛋白質および別の抗原に特異的に結合できる
ハイブリッド抗体、キメラ抗体、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、および超可変領域
を含む可変重鎖および可変軽鎖領域からなる群より選択されることを特徴とする請求項７
記載の使用。
【請求項９】
前記抗体が、組換えにより製造されたＭＮ蛋白質、ＭＮ融合蛋白質またはＭＮポリペプチ
ドに対して調製された抗体または抗体断片である請求項１記載の使用。
【請求項１０】
前記抗体または抗体断片が、ＭＮ特異的抗体のＶＨおよび／またはＶＬ領域から組換えに
より製造されたものである請求項８記載の使用。
【請求項１１】
前記抗体または抗体断片がヒト化されたものである請求項７記載の使用。
【請求項１２】
前記抗体または抗体断片が、ＰＣＲ増幅されたＶ遺伝子によって調製されたものである請
求項８記載の使用。
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